




















































⑴　日　時　　平成28年 8 月 8 日㈪　 9：20～12：00（受付 9：00～）
⑵　日　程
9 ：00～ 9 ：20 受　　付
9 ：20～ 9 ：45 開　　会 総合司会（鳴門教育大学　教授　鈴木　久人）
挨　　拶 鳴 門 教 育 大 学　学　長　　山下　一夫
鳴門市教育委員会　教育長　　安田　　修
























































































































































































　まず 1つ目，Q-U は使わなければ意味がない。だからQ-U を実施して，返ってきた結果を見て「そ
うかそうか，うちのクラスはこうなのか」で，机の引き出しにしまったままだったり，机の前に立て
て置いておく。あるいはQ-U が返ってきたのが 5月・6月なのに，「じゃあ夏休みの研修でやりましょ










































































































































































































































































































































































それではちょっと聞いてみたいと思います。 5つ以上，たくさんいらっしゃいますね。 6個以上， 7


















































































































































































































































































問とはズレてしまいますが，小学校 6年から中 1に入学する時に，平均すると 3 ～ 4割が私学に抜
































































































































































































































































































































































































































































































































　○　Q-U は 3 年生担任時に一度したことがありましたが，活かせることができませんでした。もう
一年経ってしまいましたが，もう一度見てみたいと思います。
　○　大変勉強になりました。これからに生かしていきたいです。ありがとうございました。もっと
聞かせていただきたいと思いました。
　○　本日の研修はたいへん今日的でまた具体的で良いものであったと思います。講師先生のお人柄
やこれまでの生徒，職員のためにされてきたことが垣間見えるお話で共感を持って聴けました。
　○　私の担任している学級で，Q-U を行った。気になる児童が 2名ほどいて，面接を行い，保護者
とも話をしました。その結果，今はきれいに解消しています。児童も保護者も満足しています。
今後も二人については支援をしていこうと思います。
　○　まだ教員の経験が浅いので，勉強になりました。本校でもQ-U は実施していますが，結果を
あまり重要視していません。各担任は結果に目を通していると思いますが，日々の生徒との関わ
りに生かしきれていないと思います。まずは自分の意識から見直していきます。
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　○　内容も分かりやすく，学級のイメージを作っていくいい材料になったと思います。結論（最終
イメージ）の共有ということをまず今後考えていきたいと思いました。生活や学習においても，「何
をしていいか分からない」と言う生徒が増えており，目標を明確にし，スモールステップの繰り
返しで満足感をより強く持たせることで，今後の行動をイメージする機会となりました。
　○　具体性があり，即学級経営に活かせる内容でした。
　○　意見を交換する時間があってよかったです。とても分かりやすかったです。
　○　今回のような現場の先生の具体的な内容はとても勉強になり，興味深かった。
　○　Q-U からわかること，そこからどのようなアプローチをしていくか，とても勉強になりました。
もっと有効に活用できたらと感じました。
　○　今回のフォーラムはちょうど悩んでいることにマッチしていて役立ちました。
　○　“なるほど”と思うことがたくさんある講演会でした。リソースノートなど作ってみたいと思
いました。
　○　Q-U については，あまり知らなかったが学べて良かったと思う。教員になってかなりの年月を
重ねているが，やはり学級経営で悩むことも多い。Q-U の実践を通して，学校全体で取り組める
ところが良かったと思った。
　○　Q-Uはしていましたが，結果をどのように生かせば良いのかわかりませんでした。今日のフォー
ラムで，ぜひ学級経営，生徒理解に生かしたいと強く思いました。何だか明るい未来が見えまし
た。
　○　特別支援教育の視点にたった個々の手立てが感じられる学級経営であると思う。まずは，教師
側から変わらなければ学校へ足を向ける子供の気持ちは前へ向かない。共にスモールステップで
一方を向いていきたいと思う。
　○　素晴らしい講演でした。今後の学級経営にひとつずつ役立てていこうと思う。
　○　どんな分析もそれをしっかりと受けとめて活用していかなければならないと思います。しっか
りと目的をもって調査し，それをしっかり分析しなければならないと思いました。
　○　テーマを最初に聞いた時に，はじめて聞く言葉だったので理解できるか不安だったが，先生の
話がとても分かりやすく，勉強になりました。特に学級経営についての話は，自分のクラスの課
題と照らし合わせながら聞かせてもらいました。また， 9月からの保育に向けて，手立てを考え
ていきたいと思います。
　○　幼稚園ではどう取り入れて生かすのか考えながら話を聞くことができました。日々の記録の取
り方に悩みながら取り組み，その中から上手くいったことの喜びや，そこから得たことを次へど
う生かしていくのか改めて考えていくことができるので，これからも大切にしていきたいです。
　○　幼稚園でも日頃の記録の取り方を工夫し，様々な視点で子どもたちを理解できるようにQ-U
の手法や考え方を活かしていこうと思いました。そして，教師の意識が大切であるとも思いまし
た。
　○　幼稚園には授業はないですが，つながることはあるなと思いながら聞かせてもらいました。
　○　Q-U の具体的な活用方法を知ることができて，ありがとうございました。
　○　蓄積データを集めて，それを学校で取り組むことは，とても有効だとわかり，自校でも取り組
んでみたいことである。
　○　Q-U については，具体的な活用，（＝つまりは，学級経営，生徒指導）の仕方がよく分かりま
した。夏休み明けからすぐにでも実行できそうで有用でした。
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　○　Q-U の使い方について，今ひとつ分かっていなかったので，役に立った。
　○　美馬市ではQ-U を行っているのに，十分活用できていない状況があると思っていたので，お
教えいただいて良かったです。
　○　とても参考になりました。生徒に対してはもとより，自分自身のクオリティの向上のためにも
役立つと思いました。早速活用したいと思います。
　○　導入で，信頼されている教師，信頼されていない教師等，アンケート結果を紹介してくださり，
自分の教師像の振り返りにもなりました。Q-Uのプロットの取り方も専門的に教えてくださった
だけでなく，個々の生徒への対応の仕方も勉強になりました。また，現場でも一次支援からはじ
まり，個別支援の手立てもご講義くださり感謝しています。
－ 37 －
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